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一
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会
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講

題

認
知
症

に
な
る
仕

組

み

と

そ

の
対

策

に

つ

い
て
！

講

師

河
村

弘
庸

先
生

（
医
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、
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◎

さ

て
、

現
代

に
お

い

て

「
認
知

症

」
が
大

き

な
社

会
問

題

と
な

っ
て
お
り

ま
す

。

例

え
ば

、

に
よ

る
認

知
症

が

原
因

と

み
ら

れ

る
暴
走

や
逆

走

な
ど

で
何

人
も

の
人

を
殺

傷

す

る
事
件

が

多

発
し

、
国

民

も

い

つ
自
分

が

そ

う
し

た
事

故

に
巻

き

込
ま

れ
る

か
分

か
ら

な

い
、

と

い
う
不
安

が

あ

り
、
社

会

問

題
化

し

て

い
ま
す

。

そ

こ

で
、

今

回
は
、

脳

神
経

外
科

と

し

て
脳

の
仕
組

み

の
研
究

が

御
専

門

の
河
村

弘

庸
先

生

に
お
越

し

い
た
だ

き
、

脳

の
仕
組

み

の
分
析

か

ら
、

認
知

症

は
ど
う

し

て
起

こ
る

の
か

、

ど
う

す
れ

ば

認
知

症

に
な

ら
な

い

で
す

む

御

解
説

を

い
た
だ

の
か
、

も
し

認

知
症

を

発
症

し

た
場

合

に
は
、

ど
う
対

処

す

れ
ど

よ

い

の
か
等

々
に

つ
い
て
、

き

ま
す

。

河
村

弘

庸
先

生

は
、

分

か
り

易
く

御
解

説
下

さ

る

こ
と

で
も
有

名

で
す

。
皆
様

の
御

参
考

と
な

る
と

思

い
ま
す

の
で
、

ど
う

ぞ
、

奮

っ
て
、
御

参
加

下

さ

い
ま
す

よ
う

、

お
待

ち
申

し
上

げ
ま

す

。

（
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）
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ま

で

に
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欠
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御

連

絡

賜

り

た

く
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◎

御

報

告

日
本

は
、
緯

度

か
ら

し

て
、

春
夏

秋
冬

の
四
季

が
あ

っ
て
風
光

明
媚

、

住

み
や

す

い
気
候

の
よ

い
国

と

い
う

認

識

が

あ

っ
た
。
し

か
し

、

近
年

は

お
か

し

い
。
夏

の
気

温

が
連

日
三
五
度

前
後

、

所

に
よ

り

四

〇
度

に
も

な

っ
て

亜

熱

帯

化
し

て

い
る
。

そ
れ

に
局
地

集

中
豪

雨

で
、

山
崩

れ
、

土
石

流
、

氾
濫

な

ど
大

き

な
被

害

が
出

て

い
る
。

そ
う

し

た
国

民

の
不
安

感

か
ら

、
今

回

は
、
中

川
雅

治

環
境

大
臣

の
御

紹
介

を

得

て
、

環
境

問

題
全

般

の
研
究

者

と
し

て
知

ら

れ

る
南

川
秀

樹

元
環
境

事

務
次
官

様

に
お
越

し
を

い
た
だ
き

、

『
地

球

温
暖

化
対

策

の
経

過

と
今

後

の
対

策

に

つ
い
て

！
』

と
題

し
、
御

講

話
を

い
た
だ
く

こ
と

に

い
た
し

ま
し

た
。

当

日

の
九
月
、二
十

七

日

（
木

）
、

会
議

室

に
、

お
時

間
を

さ

い
て
中

川
雅

治

環
境

大
臣

が

来
室

下

さ

っ
た

の

で

冒

頭
御

挨

拶
を

い
た
だ

い
た
。

そ

の
要
旨

は

、
今

夏

は
自
然

大
災

害

が
頻

発
し

て
大

き

な
被

害

も
出

た

の
で
、

環

境

省

も
全

力

で
対

策

に
当

た

っ
た
。

ま

た
国

際
社

会

で
も
、

地
球

温

暖
化

対
策

で
リ

ー
ド
す

べ
く
努

力

し

た
。

ま

た
近

年

問
題

の
海

洋
プ

ラ

ス
チ

ッ
ク
問

題
も

研
究

を
重

ね

、
来

年
、

日
本

で
行

わ
れ

る

G
ト。
○
で
提

起
し

た

い
。

中

川
雅

治

環
境

大

臣
を

拍
手

で
お
送

り

し
た

あ
と

、
南

川
秀

樹

元
環
境

事

務
次

官

の
御

講
話

に
入

っ
た
。

そ

の

概

要
を

記
す

と
、

ま

ず
、

今
年

の
異
常

な

猛
暑

は
、

気
象

庁

が
言

う
よ

う

に

「
地

球

温
暖

化

に
伴

う
水

蒸

気

量

の

増

加

が
原

因
」

だ

が
、

し
か

も
地

球

規
模

で
、

北
極

は

じ
め
南

極

や
グ

リ

ー

ン

ラ

ン
ド

の
氷

は
解

け

て

い
る
反

面
、

各

大
陸

で
は

四
十
度

を

越
す

高

温

で
山
火

事

が
多

発
し

て
い
る

と
し
、

そ

の
図

表
を

示

し
説

明

さ
れ

た

。

南

川
先

生

は

そ

の
あ

と
、

日
本

で

の
環
境
問

題

、
例

え
ば

、
足

尾
銅

山

や
愛

媛

別
子

銅
山

や

日
立

鉱

山

の
鉱

毒

・
煙

害
、

更

に
は
熊

本

県
下

の
チ

ッ
ソ
工
場

か
ら

の
メ
チ

ル
水

銀
化
合

物

に
よ
る
水

俣
病

障

害

も
説

明

さ

れ

た
。

続

い
て
、

2

0

1
5
年

に
パ
リ

で
採

択

さ
れ

た
温
室

効
果

ガ

ス
排

出
削

減

の
た

め

の
国
際

新

枠

組

み

の
意

義

の

解

説

、

そ
れ

に
対

す

る

ト

ラ

ン
プ
大

統

領

の
脱

退
宣

言
問

題
。

次

い
で
、

日
本

の
再
生

可

能

エ
ネ

ル
ギ

ー
設
備

容

量

の
推

移
、

温
室

効

果
ガ

ス
大
幅

削
減

の
た
め

の
方

向
性

ま

で
示

さ
れ

、
大

層
勉

強

に
な

り

ま
し

た
。

（
清

原

記
）

▽
当

「
公
益
財

団
法
人

協

和

協
会

」

と

は

昭
和

四
十

九

年
、

岸

信
介

元

総

理

に
よ

っ
て
創
立

さ
れ

た
財
団

。
活

動
趣

旨

は
、

「政

党

・
派
閥

・
利
害

・
打

算

の
次

元

を
超

え

て
、

真

に
国

家
的

課
題

を

研
究

調
査

し
、

特

に
重
要

課
題

は
、
政

府

宛
要

請
書

を

作

っ
て
、

時

の
政
府

へ
提
出

す

る

」

こ
と

に
あ

る
。

昭
和

五
十

四
年

か

ら
本
格

活
動

に
入

り
、
月

例

講
話

会

の
ほ
か

に
、

八

つ

の
部

会

と
、

五
～

六

の
委
員

会

が
あ

り
、

こ
れ
ま

で

に
百

三
十
七

本

の
要

請
書

を
時

の
政
府

に
提
出

し

て

い
る
。

第

二
代

会

長

は
福

田
赴

夫

元
総

理
、

第

三
代
会

長

は
櫻

内
義

雄
元

衆
議

院
議

長

、
第

四
代
会

長

は
塩

川

正
十

郎

元
財

務
大

臣

、
第

五

代
会

長
代

行

と
し

て
、

江

口

一
雄

元

衆
議

院
議

員

、
現

在
、

第
六

代

は
代

表

理
事

兼

会

長
代

行

と
し

て
、

岸
信

夫

衆
議

院
議

員

・
元
外
務

副

大
臣

・
前

議
院

運
営

委

員
会

理
事

が
就

任

し

て

い
る
。
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